WECHE Lepidoptera Science 68(3/4) : 92-103, December 2017 


立田 山 (熊本 市 ) の チョ ウ 類 相 
井上 大 成 「・ 後 藤 秀 章 ? 
D 193-0843 東京 都 八 王子 市 廿 里 町 1833-81 


森林 総合 研究 所 多摩 森林 科学 園 
?860-0862 熊本 県 熊本 市 中 央 区 黒髪 4 丁 目 Il 番 16 号 森林 # 


Y 


$ 合 研究 所 九州 支所 


Butterfly fauna of Tatsutayama, Kumamoto, Southwestern Japan 


Takenari INoUE” and Hideaki Goro” 


D Tama Forest Science Garden, Forestry and Forest Products Research Institute, Hachioji, Tokyo 193-0843, Japan 
2 Kyushu Research Center, Forestry and Forest Products Research Institute, Kumamoto 860-0862, Japan 


Abstract 


Sixty-six butterfly species have been recorded from Tatsutayama, Kumamoto City. They consisted of nine 


papilionid, seven pierid, 17 lycaenid, 23 nymphalid and ten hesperiid species. Six of these appeared in the record 
from the 1970s, but have not been observed in the 2000s. On the other hand, three Red Data species of Japan and/or 
Kumamoto Prefecture were observed even in the 2000s. Fifty-four species were recorded in the transect counts over 
three years. The most abundant species were Zizeeria maha and Eurema mandarina, followed by Ypthima argus, 
Argyreus hyperbius and Lethe diana. The Shannon-Wiener function (H°) was 4.00-4.34, the Sympson biodiversity 
index (1—4) was 0.903-0.927, the Pielou measurement of evenness (J") was 0.725-0.782, and the density (counts / 


km / census) was 10.77-15.02. 


Key words 


緒 


森林 総合 研究 所 九州 支所 (EUR, 「 九 州 支所 ] と 略記 ) は , 
熊本 市 中 央 区 と 北 区 の 境界 付近 に ある 立田 山 (標高 
152m) の 南 斜面 に 位置 し て いる . 立田 山 は 周辺 を 市 街 地 
に 囲ま れ て いる に も か か わら ず , 良好 な 自然 が 残さ れ た 貴 
重 な 緑地 で ある . し か し , この 緑地 環境 は 開発 に よっ て 徐々 
に 失わ れつ つ あ っ た た め , 熊本 市 に より 1974 年 より 1995 
年 まで 公有 化 が 進め られ た . 現在 市 有 地 は , 生活 環境 保全 
I ZEW MOR] と し て 公園 化 さ きれ て いる . また 隣接 し 
た 森林 総合 研究 所 九州 支所 を 含め た 立田 山 全体 が , 熊本 県 
に より 「 森 林 ミ ュー ジア ム 立 田山 贅 の 森 ] と し て 整備 され 
観察 コー ス な ど が 設け られ , 市 民 の 散策 や レク リエ ー シ ョ 
ン に 利用 きれ て いる . 


試験 研究 機関 や 大 学 等 の 敷地 は , 面積 が 比較 的 広く 森林 的 
環境 と 草原 的 環境 が 入り 混じっ た 植生 を も つこ と や , 開発 
の 和 干渉 を 直接 的 に は 受け 難い こと な どか ら , 昆虫 を 含む 生 
物 の 人 避難 場所 と し て 機能 し て いる 可能 性 が 高い GFE, 
2004). 例え ば 井上 (2004) は , つく ば 市 の 森林 総合 研究 
所 に は 茨城 県 南部 の 平野 部 に 生息 する チョ ウ の 86% に あ 
た る 60 種 の チョ ウ が 生息 する こと を 示し た . また , 大 学 
の キャ ン パ ス で は , 例え ば 西 中 ら (2005) は , 奈良 市 の 郊 
外 に ある 近畿 大 学 奈良 キ を キャンパス で 64 種 の チョ ウ が 記録 
され て いる こと を 報告 し た が , これ ら に は 国 の レッ ドリ ス 
ト 種 (環境 省 自然 環境 局 野生 生物 課 希 少 種 保全 推進 室 , 
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biodiversity, environment, geographical distribution type, Red Data species, refuge, transect census. 


2015) で ある ウラ ギン スジ ヒョウ モン Argyronome laodice 
(Pallas) (絶滅 危 恨 和 T 類 ) や オオ ムラ サキ Sasakia 
charonda (Hewitson) ERIWER) も 含ま れ て いる . 


一 方 , わが 国 で は 特に 近畿 地方 を 中 心 と し て , 1990 年 代 
以降 , 様々 な 環境 で チョ ウ 類 の トラ ン セ クト 調査 が 盛ん に 
行わ れ , 群集 構造 が 記載 され て きた (佐藤 ら , 2015). し 
か し , 九州 地方 に お ける チョ ウ の トラ ン セ クト 調査 の 例 と 
し て は , 矢田 (1996), RÆ RH (1997), 佐々 木 (2003), 
Miyata et al. (2002), 水野 ・ 中 島 (2012) が ある 程度 で 

近畿 地方 と 比較 し て 少な く , デー タ を 集積 する 必要 が ある . 
我々 は 今回 , 九州 支所 を 含む 立田 山 に 生息 する チョ ウ 類 を 
可能 な 限り 明らか に する た め の 定 性 調査 と , ルー ト を 固定 
し て 個体 数 を カウ ント する 定量 調査 を 行っ た . 本 報 で は そ 
れ ら の 結果 を 示し , 九州 地方 に お ける トラ ン セ クト 調査 の 
デー タ の 一 資料 と する と と も に , チョ ウ 類 相 か ら 当 調査 地 
の 環境 を 評価 する こと を 試み た . 











調査 地 お よび 研究 方 法 

1. 調査 地 

調査 地 は 熊本 市 の 立田 山 に ある 九州 支所 実験 林 お よび これ 
に 隣接 する 「 立 田山 乾 の 森 」 (市 立 公 園 ) で ある (立田 山 
山頂 部 の 東海 大 学 所 有 地 を 含む ). 九州 支所 は 1954 年 に 現 
在 地 (北緯 32 度 49 分 , 東経 133 HE 44 分 , 面積 32.6 ha) 
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に 移転 し て きた . 九州 支所 構内 に は , 建物 , 駐車 場 , 森林 , 
草地 な どの 環境 が あり , 各 環 境内 に 舗装 また は 未 舗 装 の 道 
路 が 通さ れ て いる . 最も 大 き な 面 積 を 占め て いる の は に 実験 
IT, ツブ ラジ イ Castanopsis cuspidata (Thunb.) Schottky 
や アラ カン Quercus glauca Thunb. な ど が 優 占 する 常緑 広葉 
樹林 . クヌギ Querucus acutissima Carruth., I F F Quercus 
serrata Murray, ケヤキ Zelkova serrata (Thunb.) Makino な 
どか ら な る 落葉 樹林 . スギ Cryptomeria japonica (L.£) D. 
Don や ヒノ キ Chamaecyparis obtusa (Siebold et Zucc.) Endl. 
な どの 針葉樹 林 に よっ て 構成 され て いる . 実験 林 に は , 森 
林 の 伐採 跡地 や 新 植 地 な どの 草地 的 環境 と な っ て いる 場所 
も 含ま れ て いる . 樹木 園 に は 外国 産 29 樹種 を 含む 123 樹 
種 が 植え られ て いる . 樹種 の 構成 は サク ラ 類 Cerasus spp. 
や ナン キン ハゼ Triadica sebifera (L.) Small な どの 落葉 広 
葉 樹 が 48 樹種 スギ や タ ギ ョ ウシ ョ ウ Pius densiflora 
Siebold et Zucc. Umbraculifera な どの 常緑 針葉樹 が 26 樹 
種 , メタ セコ イア Metasequoia glyptostroboides Hu et W.C. 
Cheng や イチョウ Ginkgo biloba L. 7; £ D TE3EST3ERI23 6 
JE TE, ツバキ 類 Camellia spp. や ツツジ 類 Rhododendron 
spp. な どの 常緑 広葉 樹 が 43 樹種 と な っ て いる . また 苗 畑 
に は , スギ な ど が 植え られ て いる が , ヤマ モモ Morella 
rubra Lour. な ど 一 部 の 樹種 が sm 程度 に 成長 し て いる 以外 
は , 樹高 は 2 m 以下 と 低い . 森林 や 苗 畑 の 間 に は 小さ な 草 
地 が 混じり , 歩道 わき や 駐車 場 の 周囲 も 狭い 草地 と な っ て 
いる . 九州 支所 の 実験 林 で は 刈り 払い 機 に よる 草刈 り が 行 
われ て いる . 草刈 り は 2010 年 まで は 年 3 回 程度 行わ れ て 
いた が , 現在 で は 年 1 回 程度 行わ れる だ け に な っ た . PH 
で は 草本 の 成長 の 程度 に 応じ て , 年 3 一 4 回 程度 , 刈り 払 
い 機 に よる 草刈 り が 行わ れ て いる . また 縁石 と 道路 の わき 
DAK, 年 2 回 , 除草 剤 (テラ ウン ドア ッ プ ) が 散布 され て 
いる ほか , ツバ キ 類 な どの 一 部 に つい て は , チャ ドク アガ 
Arna pseudoconspersa (Strand) の 発生 時 に 殺虫 剤 (ディ プ 
テレ ックス ) が 散布 きれ て いる . 立田 山 山頂 付近 の 一 部 

(1.65 ha) は 東海 大 学 の 所 有 地 で , シバ を 主 と す る 比較 的 
広い 草原 状態 に な っ て いる . 東海 大 学 所 有 地 に つい て は 年 
1 回 程度 , 刈り 払い 機 に よる 草刈 り が 行わ れ て いる . 


市 立 公園 は 約 160 ha の 面積 で ツブ ラジ イ や コナ ラ な ど 
が 優 占 する 広葉 樹 二 次 林 の 他 , サク ラ 類 や ツバ キ 類 な どの 
植 栽 地 , [多目的 広場 ] な どの 草地 や , 「 ト ン ボ 池 」, 「 湿 性 
植物 苑 ] と いっ た 水 場 な どの 環境 が あり , 各 環 境内 に は や 
は り 舗 装 ま た は 未 舗装 の 道路 が 通さ れ て いる . 市 立 公園 内 
の 草地 に つい て は , 年 2 回 程度 . ま た 森林 や 道路 わき に つ 
いて は , 年 1 一 2 回 程度 , 刈り 払い 機 に よる 草刈 り が 行わ 
れ て いる . 


2. リス ト の 作成 


2007—2014 年 に , 立田 山 で , チョ ウ 類 を 任意 に 採集 ・ 観 
察し た . 後述 する トラ ン セ クト 調査 中 に も , 必要 に 応じ て 
採集 し た 場合 が ある . 採集 個体 の 種 名 を 同定 し , リス ト を 
作成 し た . また , 九州 支所 に 所 蔵 さ れ て いる 紫 虫 標本 を 調 
A, 立田 山 で 採集 きれ た チョ ウ の デー タ を 抽出 し た . さら 
に 森本 ら (1977) か ら 過 去 ( 主 に 1970 F) の 立田 山 の チ ョ 


ウ の ファ ウナ を 把握 し た . 


今回 作成 し た リス ト (Appendix 1) で は , 標本 が 得 ら れ て 
いる 場合 に は , その 個体 数 , 性 別 , 採集 年 月 日 , 採集 者 名 
を 記し た . 標本 は , 九州 支所 また は 森林 総合 研究 所 多摩 森 
林 科 学園 (八王子 市 ) に 保管 され て いる . 採集 され て いな 
く て も 確実 な 目撃 例 が ある 場合 に は リス ト に 含め , 目撃 記 
録 で ある こと を 括弧 書き で 明記 し た . 文献 記録 の み で ある 
場合 に は , その 旨 を リス ト 中 に 記述 し た . 2007 年 以降 の 
採集 者 また は 目撃 者 は , 井上 大 成 (いのうえ ・ た け な り , 
TD と 後藤 秀章 (ごとう ・ ひ で あき , HG) の 2 名 で ある が 
リス ト で は イニ シャ ル の み を 記し た . な お 所 蔵 標 本 の ラベ 
ル か ら , 採集 者 名 を 特定 で きた の は 森本 桂 (も ちり も と ・ か 
Ob, KM), 倉 永 善太郎 (くら な が ・ ぜ ん た ろう , ZK), 
岩崎 厚 (いわ さき ・ あ つ し , AD, 今 給 散 靖夫 (いま きい れ ・ 
や す お , YD の 4 名 で , これ ら に つい て も イニ シャ ル の 
み を 記し た . 個人 名 を 特定 で き な か っ た “Toyoshima" お よ 
び “" も り も と ・ む "は その まま 記し た . リス ト 中 の 和 名 お 
よび 学名 に つい て は , 白水 (2006) に 従っ た . 


記録 され た 種 の 生息 場所 特性 を , 田中 (1988) に 従っ て 森 
林 性 種 と 草原 性 種 に 区 別 し た . また 環境 評価 指数 と し て ., 
巣 瀬 (1993, 1998) の 指数 を 計算 し た . 生息 場所 特性 と 
環境 評価 指数 に つい て , 従来 キナ ョ ウ Eurema hecabe 

(Linnaeus) と 同一 種 と きれ て いた キタ キナ チョ ルウ Eurema 
mandarina (deTOrza) に は , 田中 (1988) お よび 上 巣 瀬 (1993, 
1998) の "キチ ョ ウ "の 区 分 を 適用 し た . さら に 松本 (2006) 
が 提案 し た 日 本 産 チ ョ ウ 類 の 地理 的 分 布 弄 を あて は め て , 
各 分 布 型 が 占め る 割合 を 計算 し た . 後述 する よう に 迷 チ ョ 
ウ で あり また 各 文 献 に 掲載 され て いな い ク ロマ ダラ ソテツ 
シジミ Childespandava (Horsfield) に つい て は , これ ら 
の 区 別 や 計算 か ら 除外 し た . 


3 トラ ン セ クト 調査 


2007—2009 年 の 3 年 間 に は , ルー ト を 固定 し た トラ ン セ 
クト 調査 を 行っ た . すなわち , 九州 支所 の 構内 (ご く 一 部 
に 山頂 の 東海 大 学 所 有 地 を 含む : A ル ー ト ) お よび 市 立 公 
(B ル ー ト ) に 各々 3000 m の 調査 ルー ト を 設け た (Fig. 1). 
A ル ー ト は , 九州 支所 の 実験 林 と 立田 山 山 頂部 を 通る ルー 
ト で , 林 縁 と 林内 が 半々 くら い の 割 合 で あっ た . 山頂 部 や 
植 栽 直後 の 森林 は , や や 広い 草地 的 環境 に な っ て いた . そ 
の 他 . と ころ どこ ろ に 小 規 模 な ギャ ッ プ が 含ま れ て いた . 
B ル ー ト は , 林内 が 3 分 の 2, 公園 化し た や や 広い 草地 が 
3 分 の 1 くらい の 割合 で あっ た . 調査 期間 中 に 大 き な 環 境 
の 変化 は な か っ た . 各 年 3 月 か ら 10 月 また は 11 月 まで の 
鞭 天 また は 晴天 日 の 昼間 (概ね 9 時 一 15 時 の 間 ), 毎月 1 一 
2 回 の 頻度 で この ルー ト を 各々 約 1 時 間 か け て 歩き な が 
ら , 左右 , 前 方 , 上 方 の 概ね 5 m 以内 に 出現 し た チョ ウ の 
種 と 個体 数 を 記録 し た . 2007 年 に は 17 回 , 2008 年 と 
2009 年 に は 各々 15 回 , 調査 を 行っ た . 


4, デー タ 解 析 


1 年 間 に 記録 され た 各種 の 合計 個体 数 を も と に し て , 生息 
密度 (調査 1 回 当たり , 1 km 当たり の 個体 数 ), 多様 度 指 
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Fig. 1. Map ofthe research site, showing two transect routes. 


数 (Shannon-Wiener O H’ お よび Sympson の 4 に 基づく 多 
様 度 指数 1- の , 均衡 度 指数 (Piedo の の ) を 求め た . c 
と で , 

H’ = — È Pilog; P; 

À =È ni(n;,- 1) /N(N— 1) 

T= H'llog; S 


た だ し , nafi の 個体 数 , は 全 種 の 合計 個体 数 。 ア は 
M i が 全 種 の 合計 個体 数 に 占め る 割合 (n/N), ゞ は 合計 種 
数 で ある . 


結果 及び 考察 
1. 種 の リス ト と チョ ウ 類 相 の 変化 


上 述 の 調査 に よっ て , 5 科 66 種 が 記録 さき れ た (Appendix 
1). これ ら の うち 標本 が 確認 で き な か っ た か , また は 
2007 年 以降 の 調査 で 観察 され な か っ た 種 は , タイ ワン ツ 
バ メ シジミ Everes lacturnus (Godart), ジャ ノ メ チ ョ ウ 
Minois dryas (Scopoli), ミヤ マセ セリ Erynnis montanus 
(Bremer) の 3 T, これ ら は 文献 記録 に よっ た . た だ し , 
タイ ワン ツバ メシ ジミ に つい て は , 森本 ら (1977) に 標本 
写真 が 掲載 され て いる . 


1970 年 代 以 前 に 記録 が あり , 2007 年 以降 の 調査 で 確認 で 


き な か っ た の は , ヤマ トス ジグ ロ シ ロ ナチ ョ ウ Pieris nesis 

(Fruhstorfer) タイ ワン ツバ メシ ジミ , コム ラサ キ 
Apatura metis Freyer, ジャ ノ メ ナ チョ ウ , ミヤ マセ セリ , ホ 
ソバ セセリ Isoteinon lamprospilus C. & R. Felder の 6 種 で 
あっ た . 森本 ら (1977) は , タイ ワン ツバ メシ ジミ は 数 年 
前 に 絶滅 し た と 記し て いる た め , 1970 年 代 前 半 ご ろ ま で 
に 立田 山 で は 絶滅 し た と 考え られ る . 本 種 (日 本 本 土 亜 種 
E. I. kawaii Matsumura) は 国 の レッ ドリ スト で 絶 減 危 恨 TB 
類 (環境 省 自然 環境 局 野生 生物 課 和希 少 種 保全 推進 室 , 
2015) と され , 各地 で 衰亡 が 著しい 種 で ある . 森本 ら 
(1977) に は , コム ラサ キ と ジャ ノ メ チ ョ ウ に つい て も , 
最近 は 記録 され て いな いと 記さ れ て いる た め , これ ら も 同 
じ 頃 に 姿 を 消し た 可能 性 が 高い ヤマト スジ グロ シ ロナ チョ 
ウ (原文 で は エゾ スジ グロ シロ チョ ウ ), ミヤ マセ セリ , 
ホソ バ セ セ リ の 3 種 は , 1970 年 代 後半 以降 に 立田 山 か ら 
絶 減 し た 可能 性 が 高い が , 森本 ら (1977) は ママ トス ジグ 
ロ シ ロ チョ ウ と ホソ バ セ セ リ は 少な いと 記し て お り , 元々 
個体 数 は 多く な か っ た と 推定 され る . これ ら の 6 種 の うち , 
ヤマ トス ジグ ロロ シロチョウ, タイ ワン ツバ メシ ジミ , ジャ 
ノ メ チ ョ ウ の 3 種 は 草原 性 で , 他 の 3 種 は 森林 性 と され る 
が (田中 , 1988), 森林 性 の 3 種 の うち , ミヤ マセ セリ は 
主 に 落葉 樹 の 雑木 林 や 疎 林 . ホソ バ セ セ リ は , 林内 の 空地 
や 林 縁 に 生息 する 種 で ある (福田 ら , 1984b) すなわち , 
立田 山 で 絶滅 し た 可能 性 の 高い 種 の ほとん ど が 草原 性 また 
は 疎 林 性 で ,. これ ら は 近年 の 全国 的 な チョ ウ の 衰亡 傾向 ( 井 
上 , 2005 と 一 致す る . た だ し , タイ ワン ツバ メシ ジミ 以 
外 は 熊本 県 で の 衰亡 傾向 が 必ず し ゃ 著しい 種 で は な く , x 
田山 で 再発 見 され る 可能 性 も ある た め , 今後 も 注意 し て 観 
察する 必要 が ある . 


1970 年 代 以 前 に は 記録 され ず , 2007 年 以降 の 調査 で 確認 さ 
れ た の は , ミズ イロ オナ ガ シ ジ ミ Antigius attilia (Bremer), 
ヤク シマ ルリ シジミ Acytolepis puspa (Horsfield), サツマ シ ジ 
3 Udara albocaerulea (Moor), コツ バ メ Callophrys ferrea 
(Buter) クロ マダ ラ ソ テツ シジミ Childes pandava 
(Horsfield), ミド リヒ ョ ウ モ ン Argynnis paphia (Linnaeus), 
タテ ハモ ドキ Junonia almata (Linnaeus), ヒメ アカ タテ ハ 
Vanessa cardui (Linnaeus), F X Z F a y Libythea lepita 
Moore, ミヤ マチ ナチ ャ バネ セセリ Pelopidas jansonis (Butler) 
の 10 種 で あっ た . 森本 ら (1977) の 調査 は 2 年 間 の み 行 わ 
れ た も の で ある . これ ら 10 種 の 中 で , ミズ イロ オナ ガ シ ジ 
3, コツ バ メ , テン グチ ョ ウ , ミド リヒ ョ ウ モ ン は 発生 時 
JU] (個体 数 が 多い 季節 ) が 比較 的 限ら れる . ミヤ マチ ャ バ 
ネ セ セリ は , 近年 各地 で 衰亡 傾向 が 見 られ る 種 で (HE, 
2005), 一 般 に 個体 数 は 多く な い (福田 ら , 1984b). ヒメ 
アカ タテ ハ は 西南 日 本 で は 普遍 的 に 分 布 す る が , 移住 性 が 
強く (福田 ら , 1983), 季節 的 な 個体 数 変動 も 大 きい (白水 
2006). これ ら の 6 種 は 以前 か ら 立 田山 に 生息 し て いた と 
思わ れる が , 1970 年 代 の 調査 で は た また ま 見 落と され て 
いた 可能 性 が 高い 、 ヤク シマ ルリ シジミ , サツマ シジミ , 
タテ ハモ ドキ , クロ マダ ラ ソ テツ シジミ は , 近年 , 日 本 の 
東海 ・ 関 東 地 方 以 南 で 分 布 拡 大 する 傾向 が 顕著 な 種 で ある 
( 吉 尾 , 2002 : 白水 , 2006 : 矢田 , 2007 : 井上 , 2012: 井 
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上 ・ 石 井 , 2016). クロ マダ ラ ソ テツ シジミ は , AMEE 
で は 2007 年 に 初め て 記録 され た が (平井 , 2008), まだ 日 
本 に 完全 に 定着 し た と は 言え な い . 本 種 が 採集 され た 
2013 年 に は , — JL M SC PETS I ZR 3077 V F 7 Cycas 
revoluta Thunb. で は 発生 が 認め られ な か っ た も の の , 近く 
の 熊本 大 学 構内 に 植 栽 され た ソテツ で 多数 発生 し て いた た 
め (井上 ・ 後 藤 , REK), ここ か ら 飛 来 し た の か も し れ 
な い . これ ら の 4 種 は 1970 年 代 以 前 に は 立田 山 に は 生息 
し て いな か っ た か , また は 個体 数 が きわ め て 少な か っ た 種 
で ある と 考え られ る . 森本 ら (1977) は , ジャ コウ アゲ ハ 
Byasa alcinous (Klug) と トラ フシ ジミ Rapala arata (Bremer) 
は , 最近 記録 され て いな いと 記し て いる が , 2007 年 以降 の 
調査 で 再発 見 され た . ジャ コウ アゲ ハ は 比較 的 移動 力 が 強 
い 種 で , 都市 部 で も 一 時 的 な 発生 が 認め られ る こと が ある 
が (福田 ら , 1982), その 一 方 で 食 草 の ウマ ノ ス ズ クサ 
Aristolochia debilis Siebold et Zucc. は , 草刈 り に よっ て 一 時 
的 に 失わ れ や すい . Ei, トラ フシ ジミ は , 通常 生息 密度 
が 高い 種 で は な い (福田 ら , 1984. これ ら の こと か ら , 
ジャ コウ アゲ ハ と トラ フシ ジミ は , 立田 山 お よび その 周辺 
地域 に 従来 か ら 生 息 し て いた が , 森本 ら (1977) の 調査 時 
に は 発見 され な か っ た も の と 考え られ る . 


2. トラ ン セ クト 調査 の 結果 


3 年 間 の トラ ン セ クト 調査 に よっ て 34 種 が 記録 され た 
(Table 1). 2007 年 以降 に 立田 山 で 記録 が ある 60 種 の うち, 
トラ ン セ クト 調査 で 記録 きれ な か っ た の は , ミカ ドア ゲハ 
Graphium doson (C. & R. Felder), ゴイ シシ ジミ Taraka 
hamada (H. Druce), アカ シジミ Japonica lutea(Hewitson), 

ヤク シマ ルリ シジミ , クロ マダ ラ ソ テツ シジミ , ヒメ ジャ ノ 
メ Mycalesis gotama Moore で あっ た . 


両 ル ー ト を 合計 し た 場合 の 最 優 占 種 は , 2007 年 に は ヤマ 
トシ ジミ Zieeria maha (Kollar), 2008 年 と 2009 年 に は キ 
タキ チョ ウ で , この 2 種 が 常に 1 位 ま た は 2 位 で あっ た . 
また ヒメ ウラ ナミ ジャ ノ メ Ypthima argus Butler, クロ ヒ カ 
ゲ Lethe diana (Butler), ツマ グロ ヒョウ モン Argyreus 
hyperbius (Linnaeus) が 常に 3 位 一 5 位 を 占め て お り , & 
ら に , コミ スジ Neptis sappho (Pallas), アオ スジ アゲ ハ 
Graphium sarpedon (Linnaeus), ベニ シジミ Lycaena phlaeas 

(Linnaeus) が 常に 10 位 以 内 に 入っ て いた . すなわち , 
上 位 10 種 の うち 8 種 は 3 年 間 同 じ 種 で 占め られ て お り , 
優 占 種 に は 年 に よる 変化 が 少な か っ た (Table 1). ルー ト 
別に 見 る と , A ル ー ト で は 3 年 間 と も キタ キチ ョ ウ が 最 優 
HET, ヒメ ウラ ナミ ジャ ノ メ と クロ ヒ カ ゲ が 常に ? 位 以 
内 に 入っ て いた . B ル ー ト で は 3 年間 と も 1 位 が ヤマ トシ 
ジミ , 2 位 が ヒメ ウラ ナミ ジャ ノ メ , 3 位 が キタ キチ ョ ウ 
で あっ た . 


A, B 両 ルー ト 合 計 で , 2007 年 に は 47 f& 1532 個体 , 2008 
年 に は 47 種 1190 個体 , 2009 年 に は 46 種 969 個体 が 記録 
され , 生息 密度 は 10.77 一 15.02 で あっ た (Table2). A ルー 
ト で は 3 年 間 と も 森林 性 種 の 生息 密度 が 草原 性 種 の それ を 
上 回 っ た が , B ル ー ト で は 森林 性 種 の 密度 の 方 が 高い 年 と 
革 原 性 種 の 密度 の 方 が 高い 年 と が あっ た . ルー ト に よっ て 




















比較 する と , 合計 と 草原 性 種 の 種 数 , 個体 数 (密度 ) は , 
B ル ー ト の 方 が 常に 多かっ た . 森林 性 の 種 数 や 個体 数 は , 
A ル ー ト の 方 が 多い 年 も , B ル ー ト の 方 が 多い 年 も あっ た 


優 占 種 の 種 構成 や , 森林 性 種 と 草原 性 種 の 生息 密度 の ルー 
ト に よる 違い は , A ル ー ト が 林内 と 林 縁 を 主として いる の 
に 対し て , B ルー ト に は 比較 的 広い 草地 が 含ま れ て いる と 
いう 環境 の 人 違い を 反映 し て いる と 考え られ る . 


両 ル ー ト を 合 
0.927, J'1X 0.725—0.782 "C で あっ た (Table 2). 
草原 性 種 で 比較 する と , 


計 し た 場合 の 万 ' は 4.00 一 4.34, 1--4 は 0.903— 
森林 性 種 と 
森林 性 種 の 方 が 常に 多様 度 , 均衡 
度 の 値 が 高かっ た . また , これ ら の 値 を ルー ト 別 に 見 る と 
A ル ー ト の 方 が 高い 年 も , B ル ー ト の 方 が 高い 年 も あり 

ルー ト に よる 差 は 明瞭 で は な か っ た . 


3. 立田 山 の チ ョ ウ 類 相 の 特徴 と 環境 評価 


立田 山 で 記録 され た 66 種 の うち , 現 段 階 で は 土着 種 と は 
いえ な い ク ロマ ダラ ソテツ シジミ を 除い た 65 種 を 対象 と 
LT, チョ ウ 類 相 か ら 見 た 立田 山 の 環境 に つい て 考察 する . 


各種 の 生息 場所 特性 (森林 性 また は 草原 性 ), 地理 的 分 布 
型 (シベ リア 型 , ウス リー 型 , 中 華 型 , 日 本 型 , ヒマ ラ ヤ 





W, SLUSH, 汎 熱 帯 型 , MERE) BEU EDW (3 : 
多 自 然 種 , 2 ; 準 自然 種 , 1 : 都市 ・ 農 村 種 ) を Appendix 1 
に 示 し た . 


65 種 の うち 森林 性 種 は 42 種 (65%), 草原 性 種 は 23 種 
(35%) で あっ た (Table3). また , 2007 年 以降 に 記録 き 
れ た 59 種 で は , 森林 性 種 が 39 種 (66%) で 草原 性 種 が 
20 種 (34%) で あっ た . 矢田 (監修 ) (2007) に 掲載 され 
て いる 「 日 本 産 蝶 類 分 布 表 ] に よる と , 熊本 県 か ら は 124 
種 の チョ ウ の 記録 が ある と され る が , これ に は 迷 チ ョ ウ と 
考え られ る 9 種 が 含ま れ て いる . これ ら を 除い た 115 種 を 
熊本 県 の 本 来 の 土着 種 と 考え る と , 森林 性 種 は 81 種 
(7099), 草原 性 種 は 34 種 (30%) と な っ た . すなわち , 
立田 山 で は 県 の ファ ウナ か ら 期 待 さ れる より も , 森林 性 種 
の 割合 が や や 低い と 考え られ る . 立田 山 で は , ミド リ シ ジ 
ミ 類 や 森林 性 の タテ ハチ ョ ウ 類 が あま り 記 録 さ きれ て いな い 
こと が , 県 全体 と 比較 し て 森林 性 種 が 占め る 割合 が 低い こ 
と の 主 な 原因 で あろ う . 


立田 山 の 記録 種 を 松本 (2006) が 提案 し た 地理 的 分 布 型 に 
あて は め て みる と , シベ リア 型 9 種 , ウス リー 型 $ 種 , 中 
華 型 13 種 , 日 本 型 4 種 . ヒ マラ ヤ 型 9 種 . マレ ー 弄 12 種 , 
汎 熱帯 型 7 種 , 所 属 未 定 6 種 で あっ た (Table 4). HKE 
体 と 立田 山 と を 比較 し た 場合 に は , 立田 山 で は シベ リア 型 
や ウス リー 型 の 種 の 割合 は 低く . マレ ー 型 や ヒマ ラ ヤ 型 の 
2 か っ た . また , 熊本 県 と 立田 山 と を 比較 し た 

合 に は , 立田 山 で は ウス リー 型 , 中 華 型 , 日 本 型 が 占め 
Ne Ri 
か っ た . ウス リー 型 は 日 本 が 分 布 の ほぼ 南限 に あたる 型 で , 
汎 熱帯 型 は 日 本 が 北限 と な る 型 で ある . ま た ヒマ ラ ヤ 型 は , 
華中 ・ 華 南 と き に は ヒマ ラ ヤ か ら 日 本 に 分 布 し , 東南 アジ 
ア の 島 風 に 分 布 し な い 型 で ある (松本 , 2006). すなわち 





96 井上 大 成 ・ 後 藤 秀 章 


Table 1. Density (yearly counts/km/census) and ranking of butterflies recorded by transect census in 2007, 2008 and 2009. Values of 


five dominant species are shown in bold for each route and year. 



































Route A Route B Total 
2007 2008 2009 pin Rank 2007 2008 2009 Pos Rank 2007 2008 2009 2 Rank 
ジャ コウ アゲ ハ B.alcinous ー ー 0.02 0.007 41 ー 0.04 ー 0.014 41 — 0.02 0.01 0.011 45 
アオ スジ アゲ ハ G. sarpedon 0.96 0.62 0.56 0.723 6 0.49 0.47 0.53 0.4956 9 0.73 0.54 0.54 0.610 7 
キア ゲハ P machaon ー 0.02 0.07 0.028 32 0.02 0.04 0.02 0.028 38 0.01 0.03 0.04 0.028 35 
クロ アゲ ハア protenor 0.04 0.17 0.04 0.085 19 0.08 0.09 0.13 0.099 23 0.06 0.13 0.09 0.092 22 
ナガ サキ アゲ ハア memnon 0.04 0.20 0.04 0.092 18 0.18 0.22 0.04 0.149 19 0.11 0.21 0.04 0.121 19 
アゲ ハア xuthus 0.10 0.16 0.04 0.099 17 0.06 0.02 0.07 0.050 30 0.08 0.09 0.06 0.074 23 
モン キア ゲハ P. helenus 0.10 0.09 0.07 0.085 19 0.10 0.29 0.20 0.191 16 0.10 0.19 0.13 0.138 18 
カラ ス ア ゲハ ア dehaanii 0.04 0.11 0.09 0.078 21 0.04 0.04 0.02 0.035 33 0.04 0.08 0.06 0.057 27 
キタ キナ ョ ウ E mandarina 2.82 2.20 2.07 2.383 1 1.67 1.89 1.69 1.745 3 2.25 2.04 1.88 2.064 2 
ッ マ グロ キチ ナチ ナ ョ ッ リウ EE. laeta 0.02 0.09 0.02 0.043 28 0.18 0.02 ー 0071 25 0.10 0.06 0.01 0.057 27 
スジ グロ シロ チョ ウ ア 7e/e/e 0.07 0.07 0.043 31 ー 0.03 0.03 0.021 37 
モン シロ チョ ウ P. rapae 0.10 0.22 0.02 0.113 16 0.76 0.49 027 0.18 8 0.43 0.36 0.14 0.316 12 
ツマ キチ ョ ウ A. scolymus 0.02 sd — 0.007 41 2d — 0.02 0.007 48 0.01 — 0.01 0.007 49 
モン キナ チョ ウ C. erate ー 0.02 ー 0.007 41 0.04 0.07 0.07 0.057 29 0.02 0.04 0.03 0.0322 32 
ムラ サキ シジミ MN. japonica 0.43 022 027 0312 10 0.49 0.22 0.36 0.362 12 0.46 022 031 0337 11 
ムラ サキ ツバ メ N. bazalus 0.14 0.09 0.16 0.128 15 0.20 0.20 0.09 0.163 17 0.17 0.14 0.12 0.145 16 
ミズ イロ オナ が ガ シジミ A. attilia 0.02 0.02 ー 0.021 33 0.01 0.01 ー 0.007 49 
トラ フシ ジミ R. arata 0.02 0.02 ー 0.021 35 0.02 = — 0.007 48 0.02 0.01 — 0.011 45 
ベニ シジミ L. phlaeas 0.20 0.22 0.13 0.184 12 1.22 0.51 042 0.738 5 0.71] 0.37 028 0.461 8 
ルリ シジミ C. argiolus 0.33 0.42 0.20 0.313 9 0.22 0.89 0.20 0.426 10 0.27 0.66 0.20 0.372 10 
サツマ シジミ U. albocaerulea = — 0.02 0.007 41 = — 0.04 0.014 41 = — 0.03 0.011 45 
ヤマ トシ ジミ Z maha 1.88 0.56 1.22 1.248 2 4.51 2.33 2.47 3.163 1 3.20 1.44 1.84 2.206 1 
ツバ メシ ジミ E. argiades 0.11 ー 0.035 33 — 0.06 — 0.018 41 
ウラ ナミ シジミ L. boeticus 0.06 ー 0.02 0.028 32 0.10 B — 0.035 33 0.08 ー 0.01 0.0032 32 
コツ バ メ C. ferrea 0.02 ー 0.007 48 ー 0.01 ー 0.004 33 
ウラ ギン シジミ C. acuta 0.18 0.11 0.31 0.199 11 0.25 0.13 0.31 0.234 14 0.22 0.12 0.31 0.216 13 
ツマ グロ ヒョウ モン A.hyperbius 0.94 0.56 0.80 0.773 5 0.96 1.00 1.07 1.007 4 0.95 0.78 0.93 0.890 5 
ミド リヒ ョ ウ モ ン A. paphia 0.02 ー ー 0.007 41 0.01 ー — 0.004 53 
コミ スジ N. sappho 0.84 0.89 0.42 0.723 6 0.43 0.58 0.69 0.560 7 0.64 0.73 0.56 0.642 6 
イチ モン ジ チ ョ ッ ウ L. camilla ー 0.02 — 0.007 41 0.02 0.09 0.02 0.043 31 0.01 0.06 0.01 0.025 36 
3 TIVE RJ. almana = 0.02 — 0.007 41 0.02 0.02 0.07 0.035 33 0.01 0.02 0.03 0.021 37 
イシ ガケ チョ ウ C.thyodamas 0.16 0.18 0.13 0.156 13 0.04 022 0.13 0.128 21 0.10 0220 0.13 0.142 17 
ヒ オ ド シ チ ョ ッ ウ N xanthomelas 0.02 — 0.04 0.021 35 0.01 ー 0.02 0.01] 45 
アカ タテ ハア が gcg 0.04 0.11 0.04 0.064 22 0.02 0.04 0.04 0.035 33 0.03 0.08 0.04 0.050 30 
ヒメ ヌメ アカ タテ ハト ド cardui 0.14 0.11 0.18 0.142 20 0.07 0.06 0.09 0.071 24 
キタ テハ P c-aureum 0.02 0.02 0.07 0.035 30 0.06 0.13 ー 0.060 26 0.04 0.08 0.03 0.050 30 
ルリ タテ ハ K.canace 0.04 0.07 0.04 0.050 27 0.02 ー 0.02 0.014 41 0.03 0.03 0.03 0.0322 32 
ゴマ ダラ チョ ッ ウ H. japonica ー 0.02 0.02 0.021 35 — 0.02 0.07 0.008 38 ー 0.02 0.04 0.001 37 
アサ ギ マ ダ ラ P. sita 0.02 0.04 = 0.001 35 0.04 ー ー 0.014 41 0.03 0.02 ー 0.018 41 
テン グチ ナチ ョ ッ ウ .L.lepita 0.06 0.02 0.02 0.035 30 0.24 0.04 0.02 0.106 22 0.15 0.03 0.02 0.071 24 
ヒメ ウラ ナミ ジャ ノ メ エ イ の gy 0.98 0.82 0.56 0.794 4 246 2.04 2.33 2.177 2 1.57 1.43 1.44 1.486 3 
ウラ ナミ ジャ ノノ メ Y. multistriata 0.27 0.09 0.09 0.156 13 0.14 0.09 0.02 0.085 24 0.21 0.09 0.06 0.12 19 
コジ ャ ノ メ ヌメ M. francisca 0.33 1.00 0.31 0.539 8 0.29 0.227 0.07 0.213 15 0.31 0.63 0.19 0.376 9 
クロ ヒ カ ゲ テア diana 1.06 1.71 0.62 1.128 3 0.63 0.87 0.71 0.730 6 0.84 1.29 0.67 0.929 4 
サト キマ ダラ ヒ カ ゲ N. goschkevitschii 0.02 ー 0.02 0.014 41 0.01 ー 0.01 0.007 49 
クロ コノ マチ ナチ ョ ツウ M. phedima 0.02 0.07 0.09 0.057 23 0.02 0.09 0.09 0.060 26 0.02 0.08 0.09 0.060 26 
ダイ ミ ョ ウ セ セリ D.tethys 0.02 0.07 ー 0.028 32 ー 0.02 0.02 0.014 41 0.02 0.04 0.01 0.021 37 
コチ ャ バネ セセリ T varia 0.04 0.02 ー 0.021 35 0.04 ES — 0.014 41 0.03 0.01 — 0.018 41 
キマ ダラ セセリ P flavus 0.02 0.04 0.07 0.043 28 0.06 0.07 0.07 0.060 26 0.04 0.06 0.07 0.053 29 
オオ チャ バネ セセリ P pellucida 0.12 0.04 — 0.057 23 0.18 0.29 0.02 0.163 17 0.15 0.17 0.01 0.110 21 
ミヤ マチ ナチ ャ バネ セセリ P jansonis ー 0.02 ー 0.007 41 ー 0.07 ー 0.021 40 ー 0.04 ー 0.014 44 
チャ バネ セセリ P mathias 0.06 0.09 0.02 0.057 23 0.65 0.42 0.02 0.376 11 0.35 0.26 0.02 0216 13 


イチ モン ジ セ セリ P guttata 0.12 ー 0.04 0.057 23 0.57 0.27 0.02 0.298 13 0.34 0.13 0.03 0.177 15 
クロ セセリ N.curvifascia = — 0.02 0.007 41 0.02 = — 0.007 48 0.01 — 0.01 0.007 49 
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Table 2. Numbers of species and individuals, density, Shannon-Wiener function (H°) , Simpson index of diversity (1-4) and Pielou 


evenness component (J") assigned to forest and grassland species according to Tanaka's (1988) categorization recorded by transect 


census in 2007, 2008 and 2009. 














2007 2008 2009 
Whole Forest Grassland Whole Forest Grassland Whole Forest Grassland 

species species species species species species species species species 

Number of species 40 26 14 41 26 15 37 24 13 

Number of individuals 647 450 197 518 422 96 396 278 118 

Density 12.69 8.82 3.86 11.51 9.38 2.13 8.80 6.18 2.62 

BOMBA. emn Wietéedr 389 — 330 — 234 413 353 306 397 344 226 
Sympson 1-4 0.897 0.845 0.696 0.913 0.877 0.842 0.899 0.85 0.689 

Pielou J' 0.732 0.702 0.614 0.771 0.750 0.784 0.762 0.751 0.609 

Number of species 42 25 17 42 24 18 40 25 15 

Number of individuals 885 395 490 672 398 274 573 358 215 

RonteB Density 17.35 7.15 9.61 14.93 8.84 6.09 12.73 7.96 4.78 
Shannon-Wiener H’ 3.98 3.40 2.65 4.27 3.49 3.02 3.87 3:32 2.23 

Sympson 1-4 0.891 0.855 0.740 0.923 0.871 0.805 0.894 0.845 0.674 

Pielou J’ 0.737 0.733 0.648 0.793 0.761 0.724 0.727 0.715 0.571 

Number of species 4T 29 18 4T 29 18 46 28 18 

Number of individuals 1532 845 687 1190 820 370 969 636 333 

Total Density 15.02 8.28 6.74 13.22 9.11 4.11 10.77 7.07 3.70 
Shannon-Wiener H’ 4.06 3.42 2.64 4.34 3.60 3.11 4.00 3.47 2:33 

Sympson 1-4 0.904 0.860 0.734 0.927 0.883 0.819 0.903 0.861 0.681 

Pielou J’ 0.731 0.704 0.633 0.782 0.742 0.745 0.725 0.721 0.559 


Table 3. Number (96) of forest species and grassland species 
of butterflies recorded in Japan, Kumamoto Prefecture 
and Tatsutayama (Kyushu Research Center of Forestry 
and Forest Products Research Institute and Tatsutayama- 


ikoinomori Park) . 





: Grassland 

Forest species Í 
species 
Japan” 150 (63.8) 85 (36.2) 
Kumamoto Prefecture” 81 (70.4) 34 (29.6) 
Tatsutayama” 42 (64.6) 23 (35.4) 
Tatsutayama” 39 (66.1) 20 (33.9) 


1) Tanaka (1988). 

2) Based on Yata (2007). 

3) All known species based on the past and present study. 
4) Species which has been recorded in and after 2007. 


立田 山 で は , 日 本 を 分 布 南限 と する よう な いわ め ゆる 北方 系 
の 種 が 少な く , 日 本 を 分 布 北限 と する 暖地 性 の 種 や , WT 
ジア に 分 布 城 を 持つ よう な 種 が 多い と 言え よう . 熊本 県 と 
比較 し た 場合 に , 立田 山 で は ウス リー 型 が 占め る 割合 が か 
な り 低 い 理 由 は , 熊本 県 で は や や 山地 に 分 布 する 傾向 が 強 


い 種 が , 都市 に ある 立田 山 で は 欠落 し て いる た めで あろ う . 
この よう な 傾向 は 京都 府 の 森林 総合 研究 所 関西 支所 (佐藤 
ら , 2015) や , 高知 市 の 森林 総合 研究 所 四国 支所 (松本 ら 
2013) で 見 られ た 傾向 と 概ね 一 致す る . 今井 (1995, 
1998) は 日 開 区 系 の 森林 性 種 が 都市 化 に 伴っ て 消失 し や す 
いと し て いる . | 日 華 区 系 ] に は , 今回 用 いた 松本 (2006) 
の 分 類 で は , ウス リー 型 , 中 華 型 , 日 本 型 が 該当 する と 考 
えら れる が , 今井 (1995, 1998) の 指摘 し た 傾向 は , 立田 
山 で も あて は まる と 言え よう . 


国内 の 昆虫 の 最新 の レッ ドリ スト (第 4 次 リス ト ) は , R 
境 省 自然 環境 局 野生 生物 課 希 少 種 保全 推進 室 (2015) に よっ 
て 公表 され て いる . また , 県 レベ ル の リス ト と し て , 熊本 
県 希少 野生 動植物 検討 委員 会 (2014) BIXIOHASBA EA 
か ら 発 行き され て きた 都 道 府 県 別 の ナ ョ ウ の レッ ド デ ー タ ・ 
リス ト の 最新 版 (村田 , 2016) を 調べ た . 2007 年 以降 に 
立田 山 で 記録 きれ た 種 の うち , 国 の リス ト に 掲載 され て い 
る の は , ツマ グロ キナ チョ ウ Eurema laeta (Boisduval) ( 絶 
滅 危 恨 TB 類 ) Eb, ウラ ナミ ジャ ノ メ WNthima multistriata 
Butler (日 本 本 土 亜 種 Y m. niphonica Murayama ; 絶滅 危 恨 
II 類 ) の 2 種 で あっ た . $7TRZx*72218)BIV E AROU 
スト (村田 , 2016) TIX REA IR, 県 の リス ト (熊本 県 
希少 野生 動植物 検討 委員 会 , 2014) で は 要 注 目 種 (現在 必 
ず し る も 絶滅 危 恨 の カテ ゴリ ー に 属し な い が , 存続 基盤 が 今 
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Table 4. Number (%) of species categorized by geographical distribution types among butterflies occurring in Japan, Kumamoto 


Prefecture and Tatsutayama (Kyushu Research Center of Forestry and Forest Products Research Institute and Tatsutayama- 


ikoinomori Park). 





Siberian Ussuri Chinese Japanese Himalayan Malayan id Undetermined 

tropical 
Japan" 49 (214) 39 (17.0) 40 (17.5) (83) 17 (74) 25 (409) 31 (13.5) 9 (3.9) 
Kumamoto Prefecture? 14 (122) 22 (19.4) 27 (23.5) 12 (10.4) 12 (104) 14 (122) 8 (7.0) 6 (52) 
Tatsutayama" 9 (138) 5 (737) 13 (20.0) (62) 9 (13.8) 12 (185) 7 (10.8) 6 (92) 
Tatsutayama" 7 (119 5 (85) 12 (20.3) (5.1) 8 (13.0 12 (20.3) 6 (102) 6 (10.2) 


1) Matsumoto (2006). 

2) Based on Yata (2007). 

3) All known species based on the past and present study. 
4) Species which has been recorded in and after 2007. 


後 変化 お よび 減少 する こと に より , 容易 に 絶滅 危 恨 に 移行 
し 得る 可能 性 が 高い 種 ) と され て いる . さら に , アカ シ ジ 
ミ も 県 の リス ト で , 要 注 目 種 と きれ て いる . な お , 過去 に 
生息 し て いた タイ ワン ツバ メシ ジミ は , 既 述 の よう に 国 の 
絶滅 危 恨 IB 類 で ある が , 県 の リス ト で も 絶滅 危 恨 IB 類 , 
鱗 次 学会 の リス ト で は 絶滅 危 恨 I 上 類 で ある . 


石井 ら (1995) は , 近畿 地方 各地 の チョ ウ 群 集 に つい て , 
横 軸 に 万 "を , 縦 軸 に 生息 密度 を プロ ッ ト し た 図 を 用 いて , 
チョ ウ に よる 環境 評価 を 試み た . その 後 , 何人 か の 著者 が 
近畿 地方 で 同様 な 解析 (多様 度 指数 を 1- ん と し て 図示 し 
た 例 も 含む ) を 行っ て きた (例え ば , 本 田 , 1997: 吉田 , 
1997; 青柳 ・ 吉 尾 , 2002; 西 中 ら , 2005). それ ら の 結果 , 
近畿 地方 で は 里山 的 な 環境 で は 多様 度 指数 と 生息 密度 が 高 
く な り , また 「 極 相 的 自然 ] (照葉樹 林 ) で は 多様 度 指数 
は 高い が 生息 密度 が 低く な る と され て いる . 一 方 , 末永 ・ 
矢田 (1997) は , 縦 軸 を 密度 で な く 個 体 数 と し て プロ ッ ト 
し た 図 を 用 いて 福岡 市 の 10 か 所 の チョ ウ 和 群集 を 解析 し た 
結果 , 自然 度 の 高い 潜在 植生 の よく 残っ て いる 場所 で 多様 
度 指 数 が 高く 個体 数 が 多く な っ た と し て いる . 立田 山 で は 
万 ' は 4 一 4.3 程度 で , 石井 ら (1995) の 図 に 位置 付け れ ば 
比較 的 高い 方 で あっ た が , 密度 は 11 一 15 程度 と 低く , X 
面 公園 (照葉樹 林 ) に 近い 値 だ っ た . 立田 山 の 森林 は , ツ 
ブラ ジイ な どの 高木 が 優 占 し , 全体 と し て この 地域 の 極 相 
に 近い 状態 に ある と 考え られ る . 同じ 九州 地方 で の 調査 で 
ある 末永 ・ 矢 田 (1997) の 結果 に は , 多様 度 指数 が 高く て 
個体 数 が 少な い 場所 は 存在 し な い . RK RHA (1997) の 
結果 で 多様 度 指数 が 高く 個体 数 が 多かっ た 4 か 所 は , 自然 
植生 が ある 程度 残っ て いる も の の , 植林 地 や オー プン ラン 
ド を か な り 含 む 公 園 的 環境 で ある た め , 軽度 に 失 乱 され た 
里山 的 な 特徴 の 群集 構造 に な っ て いた の か も し れ な い . 九 
州 地方 や 近畿 地方 以外 で は , 松本 (2010) は , 東京 都 八 王 
子 市 の 森林 総合 研究 所 多摩 森林 科学 園 の ナ ョ ウ 群 集 に , 多 
様 度 指数 が 高く 生息 密度 が 低い と いう 傾向 を 認め . その 理 
由 と し て 多摩 森林 科学 園 の 天然 林 が , 落葉 樹 の 新 炭 林 の 管 
理 放棄 が 一 般 化 する 1960 年 代 よ り も だ いぶ 以前 か らら 遷移 




















に 任 さ れ て きた た め に , 周辺 地域 に 先駆 け て 照葉樹 林 に 移 
行 し た 状態 に ある た めで あろ うと した. 多様 度 指数 が 高く , 
密度 が 低い と いう 特徴 は , 日 本 の 照葉樹 林 の チョ ウ 群 集 に 
普遍 的 に 見 られ る 特徴 で ある か どう か を 判断 する た め に 
は , 今後 , 九州 地方 は も と より , 特に 調査 例 が 不足 し て い 
る 四国 や 東海 ・ 関 東 地方 の 照葉樹 林 で 同様 な 調査 を 補完 し 
比較 する 必要 が ある . 


日 浦 (1976) は 原始 的 自然 (第 段階 ), 農村 的 自然 (第 
II 段階) また は 都市 的 自然 (第 Im 段階 ) に 属す る と 考え 
られ る 近畿 地方 の 4 地域 の チョ ウ 類 群集 の 調査 結果 か ら , 
都市 化 (農村 化 ) と 各種 の 出現 状況 の 関係 を 論じ た . 立田 
山 で 5 位 以内 の 優 占 種 と な っ て いた 種 の うち , ヤマ トシ ジ 
ミ , キタ キチ ナチ ョ ウ , ヒメ ウラ ナミ ジャ ノ メ は , IB 段階 (F 
地 農村 ) また は IIA 段階 (都市 周辺 ) で 最も 個体 数 が 多 
OT, ツマ グロ ヒョウ モン は TIA 段階 (山村 ) で 最も 個 
体 数 が 多い 種 で ある る と され る . クロ ヒ カ ゲ は 日 浦 (1976) 
で は 性 格付 けさ きれ て いな い が , 環境 評価 指数 は 3 T, 一 般 
に 暗い 森林 環境 に 多い 種 で ある (福田 ら , 1984b). 


立田 山 の チ ョ ウ 群 集 は , 多様 度 指数 が 高く 密度 が 低い と い 
う 照葉樹 林 的 な 特徴 を 持ち な が ら , 一 方 で は 都市 ・ 農 村 ま 
た は 山村 段階 に 多い 種 が 優 占 種 と な っ て いる こと は , 調査 
地 の 一 部 に 実験 林 や 公園 の 草地 な どの 人 為 的 影響 を 受け た 
場所 を 含む た めで ある と 考え られ る . すなわち , 今回 の 詩 
査 結果 は . チョ ウ 類 群集 を 用 いて 環境 評価 を 行う 際 に は , 
多様 度 指数 や 生息 密度 の みな ら ず , 個々 の 種 の 性 格 も 十分 
に 考慮 する 必要 が ある こと を 示し て いる . 


4. 研究 所 等 の 敷地 が 有する チョ ウ の 多様 性 保全 機能 


矢 後 ら (2014) は 皇居 と 周辺 緑地 の チョ ウ 相 を 比較 し , 5i 
居 で は 自然 教育 園 と 並ん で チョ ウ の 種 数 が 特に 多い こと を 
EML. 皇居 の 中 で も , 吹上 御苑 で 最も 多く の 種 数 が 記 
録 き れ て いる が , その 理由 と し て 明る い草 地 や 林 床 の 草地 
落葉 ・ 常 緑 樹林 , 湿地 等 の 様々 な 環境 が あり 面積 も 大 きい 
こと を 挙げ て いる (RD, 2014). 自然 教育 園 で は 1436 
種 と いう 多種 の 植物 が 記録 され て いる (国立 科学 博物 館 
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2017). 皇居 は 115ha, 自然 教育 園 は 20ha の 面積 が ある . 
皇居 や 自然 教育 園 で チョ ウ の 種 数 が 多い 理由 は , この よう 
に , 面積 が 広く , 様々 な タイ プ の 環境 が あり , 植物 の 種 数 
が 多い こと に よる と 思わ れる が , 都市 部 の 植物 園 で は チョ 
ウゥ の 種 数 が 多い だ け で な く , 特殊 な 種 が 生息 し て いる 例 も 
見 られ る . 例え ば つく ば 市 の 国立 科学 博物 館 筑波 実験 植物 
園 で は 7000 種 以 上 の 維 管束 植物 が ある と され る が (岩科 ・ 
3&Jll, 2013 ; : た だ し この 種 数 に は 温室 等 で 栽培 され て いる 
植物 を 含む ), 茨城 県 で は 山地 性 で 平野 部 に は 通常 生息 し 
て いな い ア オバ セセリ Choaspes benjaminii (Guerin- 
Meneville) (井上 , 2016), ミヤ ママ カラ ス ア ゲハ Papilio 
maackii Ménétries (鈴木 , 2007), スミ ナガ シ Dichorragia 
nesimachus (Doyere) (井上 , 未 発表 ) な どの 種 が 発見 さ 
れ て お り , これ ら は 園内 に 植 栽 され た 食 樹 で 発生 し て いる . 


森林 ・ 林 業 研究 機関 の 実験 林 は , 周辺 環境 の 変化 に 関わ ら 
ず 緑 地 と し て 維持 され て いる た め , 生物 多様 性 保全 的 な 機 
能 を 兼ね 備え を て いる こと が 期待 され る (松本 ・ 井 上 , 
2012). 森林 総合 研究 所 の 支所 や 実験 林 で は , 冒頭 で 述べ 
た 井上 (2004) 以外 に も , 松本 (2006) は 八王子 市 の 多摩 
森林 科学 園 か ら 70 種 の チョ ウ の 記録 を 報告 し , 東京 都 多 
摩 地区 の 多く の 市 で 1980 年 以降 に 生息 が 確認 され て いる 
チョ ウ の 種 数 が 概ね 50 種 前 後 で ある こと と 比較 し て , 多 
摩 森 林 科 学園 で は 種 数 が か な り 多 いこ と を 指摘 し て いる . 
この 他 に , 多摩 市 の 多摩 試験 地 (松本 , 2008), 埼玉 県 鳩 
山 町 の 赤沼 実験 林 (松本 ・ 井 上 , 2012), 高知 市 の 四国 支 
所 (松本 ら , 2013), 京都 市 の 関西 支所 (佐藤 ら , 2015), 
か すみ が うら 市 の 千代 田 苗 畑 (井上 , 2017a, b) で 近年 の 
チョ ウ 類 相 や 群集 に 関す る 報告 が ある が , いずれ る も 周辺 地 
域 と 比較 し て 記録 種 数 が 多かっ た り , また ほとん どの 場所 
で 国 や 県 の レッ ドリ スト 種 が 含ま れ て いた り し て , 高い 多 
様 性 を 保持 し て いる こと が 明らか と な っ て いる . 


大 学 の キャ ン パ ス で も , 西 中 ら (2005) 以外 に , 伊藤 (2013) 
は , 広島 大 学 東 広島 キャ ン パ ス で 2004 年 か ら 2012 年 まで 
の 9 年 間 に , 国 の レッ ドリ スト 種 (環境 省 自然 環境 局 野生 
生物 課 希 少 種 保全 推進 室 , 2015) で ある ギフ チョ ッ ウ 
Luehdorfia japonica Leech (絶滅 危 恨 II 上 類 ), ツマ グロ キナ チョ 
7, ウラ ギン スジ ヒョウ モン , キマ ダラ モドキ Kirinia 
fentoni (Butler) CER X fi IR) e ro 72 RO T a v EH 
採集 し て いる こと を 報告 し た . 江本 (1997, 1999) は 名 古 
屋 市 の 市 街 地 に 位置 する 南山 大 学 キ ャ ン パ ス か ら , ツマ グ 
ロキ チョ ウ を 含む 32 種 の チョ ウ を 報告 し て いる . WH. 
遠藤 (2010) は , 仙台 市 の 宮城 教育 大 学 に つく られ た “s 
タフ ライ ガー デン ” に お いて , 2008 年 と 2009 年 の ルー ト 
セン サス で 合計 33 種 , それ 以外 の 調査 も 含め それ まで に 
63 種 の チョ ウ が 確認 され た こと を 報告 し て お り , それ ら 
に は オオ ムラ サキ や スジ グロ チャ バネ セセリ Thymelicus 
leoninus (Butler) CEMER) も 含ま れ て いる . 永野 ・ 
"RES (2012) は 大 分 市 の 大 分 大 学 旦 野原 キャ ン パ ス 周 辺 地 
域 に お ける 2011 年 の ルー ト セ ン サ ス の 結果 か ら , キャ ン 
パス は 住宅 地 の 公園 程度 の 多様 性 で あっ た と し て いる . た 
だ し 永野 ・ 中 島 (2012) の 調査 で 確認 され た 種 に は , ツマ 
グロ キチ ョ ウ と ウラ ナミ ジャ ノ メ が 含ま れ て いる . 永野 ・ 




















"E (2012) の よう に , 多様 性 が 必ず し も 高く な か っ た と 
する 報告 も 存在 する も の の , 大 学 の キャ ン パ ス も 人 研究 所 の 
敷地 と 同様 に . 概ね 周辺 地域 より も チョ ウ の 多様 性 は 高い 
と 考え られ る . 


森林 ・ 林 業 の 研究 所 は 構内 に 樹木 園 を 併設 し て いる た め , 
植え られ て いる 樹木 の 種 数 が 多い こと が チョ ウ の 多様 性 を 
高く し て いる 最大 の 理由 で あろ う . また 都市 部 で も 市 街 地 
で は な く , や や 郊外 の 丘陵 地 な ど に 立地 し て いる こと が 多 
いた め , 周辺 部 に 森林 性 の チョ ウ が 元々 ある 程度 多い 場所 
T, そこ に 草原 的 環境 (芝生 や 苗 畑 ) が 作ら れる こと に よっ 
て 草原 性 の 種 を 呼び 込み さら に 多様 性 を 高く し て いる と 
考え られ る . 都市 の 郊外 に あっ て 構内 に 植物 の 栽培 彫 場 や 
樹木 園 を 保持 し て いる 大 学 キ ャ ン パ ス で チョ ウ の 多様 性 が 
高い 理由 も , これ と 同様 で あろ う . 


本 調査 地 に お いて 2007 年 以降 に 記録 され た 59 種 に 基づい 
て 計算 し た 上 巣 瀬 の 万 指数 は 119 T, 「 良 好 な 林 や 草原 ] に 
あたる 「 多 自然 ] と 評価 され た . 7 指数 が 119 と か な り 
高く , 農山 村 的 特徴 と 照葉樹 林 の 特徴 を あわ せ 持 つ 立 田山 
は , 熊本 市 の 市 街 地 に あっ て , チョ ウ の 避難 場所 と し て 有 
効 に 機能 し て いる と 思わ れる . この よう に , 研究 所 や 大 学 
キャ ン パ ス は , 皇居 や , 自然 教育 園 を は じ め と し た 規模 の 
大 きい 植物 園 と 同様 に , 都市 に お いて チョ ウ を 含む 昆虫 の 
保全 場所 と し て の 機能 を 果たし て いる と 考え られ る た め , 
その 機能 を 損なわ な いよ うな 管理 を 行っ て いく こと が 望ま 
れる . 








摘 要 

熊本 市 の 立田 山 (森林 総合 研究 所 九州 支所 お よび これ に 隣 
接する 市 立 公園 ) に お いて , 2007—2014 年 に 採集 ・ 観 察 
され た チョ ウ を 記録 し た . また 2007 一 2009 年 に は , 通年 
の トラ ン セ クト 調査 を 行っ た . さら に 過去 (1970 年 代 以前 ) 
に 生息 し て いた 種 を 標本 と 文献 調査 に よっ て 把握 し た . そ 
の 結果 , これ まで に アゲ ハチ ョ ウ 科 9 種 . シロ チョ ウ 科 7 
種 , シジミ チョ ウ 科 17 種 , タテ ハチ ョ ウ 科 23 種 , セセリ 
チョ ウ 科 10 種 , 合計 66 種 が 記録 され た . 1970 年 代 以前 
に 生息 し て いた 種 の うち , 6 種 (ヤマ トス ジグ ロ シ ロ チョ 
ウ , タイ ワン ツバ メシ ジミ , コム ラサ キ , ジャ ノ メ チ ョ ウ , 
ミヤ マセ セリ , ホソ バ セ セ リ ) は 2000 年 代 以 降 に は 記録 
され ず , 絶滅 また は きわ め て 衰亡 し た と 考え られ た . 一 方 , 
国 ま た は 熊本 県 の レッ ドリ スト 掲載 種 の うち , ツマ グロ キ 
チョ ウ , ウラ ナミ ジャ ノ メ , アカ シジミ が 現在 で も 生息 し 
て いた . 2007 年 以降 に 記録 され た 60 種 か ら 迷 チョ ウ の ク 
ロマ ダラ ソテツ シジミ を 除い た 39 種 の うち , 森林 性 種 は 
39 種 , 草原 性 種 は 20 種 で あっ た . 環境 評価 指数 (ED は 
119 T, [良好 な 林 や 草原 ] に あたる 「 多 自然 ] と 評価 さ 
れ た . 記録 種 の 地理 的 分 布 型 の 構成 比 を 日 本 全体 と 比較 す 
る と , 北方 率 の シベ リア 型 や ウス リー 型 の 種 の 割合 は 低く , 
暖地 性 の マレ ー 型 や 東 ア ジア に 分 布 域 を 持つ ヒマ ラ ヤ 型 の 
種 の 割合 が 高かっ た . 


トラ ン セ クト 調査 で は 3 年 間 で 34 種 が 出現 し , A ルー ト 
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(九州 支所 の 実験 林内 の 3km) と B ル ー ト (市 立 公園 内 の 
3km) の 合計 で , 各 年 46~47 種 , 969 一 1332 個体 が 記録 さ 
れ た . 最 優 占 種 は ヤマ トシ ジミ また は キタ キチ ョ ウ で , こ 
れ ら 2 種 と 共に , ヒメ ウラ ナミ ジャ ノ メ , ツマ グロ ヒョウ 
モン , クロ ヒ カ ゲ が 常に 5 位 ま で の 優 占 種 と な っ て いた . 
多様 度 指数 (万 と 1- は 4.00 一 4.34 と 0.903 一 0.927, 
均衡 度 指数 (7) は 0.725 一 0.782, 生息 密度 (Ikm 当たり 
セン サス 1 回 当たり の 個体 数 ) は 10.77 一 15.02 で あっ た . 
調査 結果 を 踏ま え , 都市 に お いて 研究 所 等 の 敷地 が 持つ 
チョ ウ の 保全 場所 と し て の 機能 に つい て 論じ た . 
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Summary 


Butterfly assemblages were monitored by transect counts at 


Tatsutayama (Kyushu Research Center of Forestry and Forest 
Products Research Institute and Tatsutayama- ikoinomori Park), 
Kumamoto City in 2007, 2008 and 2009. Additional collection 
and observation was done from 2007 to 2014. Specimens 
deposited in Kyushu Research Center of Forestry and Forest 
Products Research Institute were also examined. Sixty-six 
species have been recorded from the area, including previous 
observations and the results of these surveys. They consisted of 
nine papilionid, seven pierid, 17 lycaenid, 23 nymphalid and ten 
hesperiid species. Six of these (Pieris nesis, Everes lacturnus, 
Apatura metis, Minois dryas, Erynnis montanus, Isoteinon 
lamprospilus) appeared in the record of 1970s, but have not 
been observed in the 2000s. On the other hand, Eurema laeta, 
Ypthima multistriata and Japonica lutea, Red Data species of 
Japan and/or Kumamoto Prefecture were observed even in the 
2000s. According to Tanaka's criterion, excluding a stray species 
Chilades pandava, there were 39 forest species and 20 grassland 
species at the study site in the 2000s. The Sunose environmental 
index (EI) based on the 59 species recorded in 2007- 2014 
period was 119, indicating that the present environmental 
condition of Tatsutayama is of a good level. The ratios of Ussuri 
(8.595) and Siberian (11.996) geographical distribution-type 
species in Tatsutayama were lower than the national average in 
Japan. Fifty-four species were recorded by the transect counts 
over three years. The most abundant species were Zizeeria maha 
and Eurema mandarina, followed by Ypthima argus, Argyreus 
hyperbius and Lethe diana. The Shannon-Wiener function (万 ) 
was 4.00-4.34, the Sympson biodiversity index (1—4) was 
0.903-0.927, the Pielou measurement of evenness (J") was 
0.725-0.782, and the density (counts / km / census) was 10.77- 
15.02. The campus of the research institute may have an 
important role as a ‘refuge’ of butterflies in an urban area. 
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井上 大 成 ・ 後 藤 秀 章 


Appendix 1. Collection data of butterflies in Tatsutayama (Kyushu Research Center of Forestry and Forest Products Research 


Institute and Tatsutayama- ikoinomori Park), Kumamoto Prefecture. Habitat type, geographical distribution type and the Sunose 


environmental index (EI) of each species are also shown. 





Habitat Geographical > " 
Species p distribution ÆI Collection data 
type 2) 
type 

アゲ ハチ ョ ウ 科 Papilionidae 

ジャ コウ アゲ ハ Byasa alcinous (Klug) F H 2 14,2013 October 1, TI : 1 $, 2013 October 2, TI 

ミカ ドア ゲハ Graphium doson ( C. & R. Felder) F M 2 12,1977 May 8 KM : 16^, 1977 May 10, ZK ; 14^, 1977 May 17, ZK 

アオ スジ アゲ ハ Graphium sarpedon (Linnaeus) F P 2 24,2013 September 30, TI : 1, 2013 October 3, TI 

キア ゲハ Papilio machaon Linnaeus G S 2 12,1977 June 4, KM ; 1 $, 2013 May 31, TI : 1 4, 2013 October 1, TI 

クロ アゲ ハ Papilio protenor Cramer F H 2 16,1977 April 29 YI : 1 $, 1977 July 17, KM ; 16^, 2013 October 3, TI 

ナガ サキ アゲ ハ Papilio memnon Linnaeus F M 2 14014,1976, Toyoshima ; 1 $, 1977 July 12, KM ; 16^, 2013 October2, TI 

アゲ ハ Papilio xuthus Linnaeus F C 1 34124,1977 April 11, YI : 14^, 1977 May 18, KM : 16^, 1977 June 4, KM : 381 
£, 1977 June 18, ZK : 1 ^, 2013 September 30, TI : 1 ^, 2013 October 3, TI 

モン キア ゲハ Papilio helenus Linnaeus F M 3 14$,1977 April 29, KM : 12,1977 July 12, KM 

カラ ス ア ゲハ Papilio dehaanii C. & R. Felder F C 3 16,1973 May 1, KM 

シロ チョ ウ 科 Pieridae 

キタ キナ チョ ウ Eurema mandarina (de l'Orza) F un 2 lex, 1976 July 9, ZK : lex, 1977 July 7, KM : 2 exs, 1977 July 18, KM : 1ĝ, 
2013 May 29, TI : 28^, 2013 May 31, TI ; 36^, 2013 September 30, TI : 26^, 2013 
October 3, TI : 14^, 2014 October 27, TI 

ツマ グロ キナ チョ ウ Eurema laeta (Boisduval) G P 1 lex, 1976 April 9, Un : lex, 1977 December 7, ZK ; 1 41$, 2013 September 30, 
TI : 1 の , 2013 October 2, TI ; 1 4^, 2013 October 3, TI 

スジ グロ シロ チョ ルウ Pieris melete (Menetries) F U 2 24,1977 April 11, YI : 1, 1977 May 24, KM : 2 ず 1〒, 1977 May 30, KM : 1 
$, 1977 June 2, KM : 1 2, 1977 June 4, KM : 1 $, 1977 June 5, ZK : 1, 1977 
July 5, KM : 1^, 2013 May 29, TI 

ヤマ トス ジグ ロ シ ロ チョ ウ Pieris nesis (Fruhstorfer) G J 3 16,1977 April 5, ZK 

モン シロ チョウ Pieris rapae (Linnaeus) G S 1 14$,1976 April 9, Un : 18, 1976 June 18, ZK : 16^, 1977 April 11, ZK : 18, 
1977 June 4, KM ; 36^, 2013 May 31, TI : 1 ^, 2013 October 1, TI 

ツマ キチ ョ ウ Anthocharis scolymus Butler G C 2 18024,1976 April 9, Un ; 1212, 1977 April 5, ZK ; 143 ¢, 1977 April 11, 
YI ; lex, 2007 March 19, HG 

モン キナ チョ ウ Colias erate (Esper) G un 2 lex, 1977, KM : 122 $., 2013 May 31, TI 

シジミ チョ ウ 科 Lycaenidae 

ゴイ シシ ジミ Taraka hamada (HL.Druce) F M 3 lex, 1977 July 14, ZK : lex, 1977 July 18, KM : lex, 1977 July 20, KM : lex, 
1977 July 26, ZK : lex, 1977 July 29, ZK : 1 $, 2013 October 1, TI 

ムラ サキ シジミ Narathura japonica (Murray) F J 2 14,1977 June 4, KM : 12, 1977 June 20, KM : 1, 1977 July 18, KM : 1$, 
1977 July 19, KM ; 1 $, 2013 May 31, TI ; 1^1 2, 2014 October 27, TI 

ムラ サキ ツバ メ Narathura bazalus (Hewitson) F M 2 24194,2013 October 2, TI : 141 2, 2013 October 3, TI : 1 $, 2014 October 27, 
TI ; 1^, 2014 October 28, TI 

アカ シジミ Japonica lutea (Hewitson) F C 2 16,2013 May 29, TI 

ミズ イロ オナ ガ シ ジ ミ Antigius attilia (Bremer) F E 2 16,2013 May 29, TI 

トラ フシ ジミ Rapala arata (Bremer) F U 2  2exs,2007 March 20, HG (Ob) : lex, 2008 March 21, HG (Ob) 

ベニ シジミ Lycaena phlaeas (Linnaeus) G S 1 lex, 1976 May 31, ZK : lex, 1976 June 4, ZK : 7exs, 1977 July 11, YI ; lex, 2007 
March 19, HG : 1^, 2013 May 29, TI : 122 , 2013 May 31, TI : 1〒, 2013 
October 1, TI 

ルリ シジミ Celastrina argiolus (Linnaeus) F S 2 18014,1977 May 30, KM ; 282 1$, 2013 May 29, TI : 2812, 2013 May 31, 
TI : 1 $, 2014 October 27, TI 

サツマ シジミ Udara albocaerulea (Moor) F H 2 20,2009 April 24, HG 

ヤク シマ ルリ シジミ Acytolepis puspa (Horsfield) F M 2 1 ア ,2013 May 29, TI : 16^, 2013 May 31, TI : 16^, 2014 October 27, TI 

ヤマ トシ ジミ Zizeeria maha (Kollar) G H 1 14,1976 June 2, ZK : 1 2, 1976 July 26, ZK : 14^, 1977 April 14, YI; 1, 
1977 July 18, ZK : 1, 1977 August 2, ZK ; 34^, 2013 October 3, TI 

ツバ メシ ジミ Everes argiades (Pallas) G S 2 16124,1976 June 2, KM : 16^, 1977 July 19 KM : 1 ず , 2013 May 29, TI : 2 ず 1 
〒, 2013 May 31, TI : 1 ?, 2013 September 30, TI : 1 $, 2013 October 2, TI : 1 
d^, 2013 October 3, TI 

タイ ワン ツバ メシ ジミ Evereslacturnus (Godart) G P 2 (Morimoto et al., 1977) 

ウラ ナミ シジミ Lampides boeticus (Fabricius) G P 1 Sexs, 2007 October 12, HG (Ob) : lex, 2009 October 27, HG (Ob) 

コッ ツバメ Callophrys ferrea (Butler) F U 2  lex,2008 March 12, HG (Ob) 

クロ マダ ラ ソ テツ シジミ Chilades pandava (Horsfield) - ー ー 14,2013 September 30, TI : 1 ^, 2013 October 3, TI 

ウラ ギン シジミ Curetis acuta Moore F H 2 14245, 1977 July 19, KM : 1, 2013 May 31, TI : 1 ず , 2013 October 1, TI : 2 


$., 2014 October 27, TI 
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A Geographical 
: Habitat .. . 3) a) 
Species ) distribution ÆI Collection data 
type 2) 
type 
タテ ハチ ョ ウ 科 Nymphalidae 
ツマ グロ ヒョウ モン Argyreus hyperbius (Linnaeus) G P 1 4,1976 June 18, ZK : 12,1977 May 8, KM : 1212, 1977 June 20 KM : 1 2, 
1977 August 1 , AI ; 1 ず , 2013 May 29, TI : 3 ず , 2013 May 31 , TI : 1^, 2013 
September 30, TI : 1 £, 2013 October 1, TI : 1 Ẹ, 2013 October 2, TI ; 16^, 2014 
October 28, TI 
ミド リヒ ョ ウエ モン Argynnis paphia (Linnaeus) F S 2 24,2013 October 2, TI 
コミ スジ Neptis sappho (Pallas) F un 2 d^, 1977 April 29, KM : 1412, 1977 June 20, KM : 12,1977 July 18, KM : 1 
$.. 2013 May 29, TI : 1 $, 2013 May 31, TI ; 1^, 2013 September 30, TI : 1^, 
2013 October 1, TI 
イチ モン ジ チ ョ ウ Ladoga camilla (Linnaeus) F S 2 ず 1〒,1977 July 5, KM 
タテ ハモ ドキ Junonia almana (Linnaeus) G M 1 ず ,2013 October 2, TI 
イシ ガケ チョ ウ Cyrestis thpodamas Doyere F M 2 $.. 1977 July 19, KM : 1 £, 2013 May 29, TI : 18, 2013 October 1, TI ; 1 ず 1 
$., 2013 October 2, TI : 1 4, 2014 October 28, TI 
ヒ オ ド シナ チョ ウ Nymphalis xanthomelas (Esper) F un 2  3exs, 1977 May 24, KM 
アカ タテ ハ Vanessa indica (Herbst) G un 2 d^, 1976 November 8, ZK : lex, 1977 July 5, KM : 1 $^, 2014 October 28, TI 
ヒメ アカ タテ ハ Vanessa cardui (Linnaeus) G P 2 24,2013 October 2, TI 
キタ テハ Polygonia c-aureum (Linnaeus) G C 2 $, 1977 April 12, YI : 1 4, 2013 May 29, TI : 1^, 2014 October 28, TI 
ルリ タテ ハ Kaniska canace (Linnaeus) F M 2 ex, 2007, April 7, HG (Ob) : 2exs, 2007 August 30, HG (Ob) : 2exs, 2008 April 
4, HG (Ob) ; lex, 2008 September 19, HG (Ob) ; lex, 2009 April 9, HG (Ob) ; 
ex, 2009 April 24, HG (Ob) : lex, 2009 Julyl 2, HG (Ob) 
ゴマ ダラ チョ ウ Hestina japonica (C. & R. Felder) F E 2 d^, 1977 June 30, KM : 2 ず , 1977 July 5, KM : 16^, 1977 July 18, KM : 1d, 
2013 October 3, TI 
コム ラサ キ Apatura metis Freyer F S 2 ず ,1970 July 25, もりもと ・ む 
アサ ギ マ ダ ラ Parantica sita (Kollar) F M 3 d^, 1976 July 26, ZK ; 14^, 1977 June 30, KM 
TLZjau"Libyhea lepita Moore F un 2 d^, 2014 October 28, TI 
ヒメ ウラ ナミ ジャ ノ メ Nthima argus Butler F U 2  2exs, 1976 June 14, ZK : lex, 1976 August 24, ZK, 4exs, 1977 April 14, KM ; 
ex, 1977 July 18, KM : lex, 1977 July 20, KM : 1 $, 2013 May 29, TI; 1f, 
2013 September 30, TI : 1 $., 2013 October 3, TI 
ウラ ナミ ジャ ノ メ Ypthima multistriata Butler G C 3  2exs, 1977 June 13, KM : 1 $, 2013 September 30, TI 
Z*x7 24a" Minois dryas (Scopoli) G S 2 (Morimoto et al., 1977) 
ヒメ ジャ ノ メ ヌ Mycalesis gotama Moore F H 3 ex, 1977 April 29, KM : lex, 1977 July 5, KM ; lex, 1977 July 18, KM : 1 ず , 
2013 September 30, TI 
コジ ャ ノ メ Mycalesis francisca (Stoll) F H 2 24,2013 May 31, TI : 24,2013 September 30, TI 
クロ ヒ カ ゲ Lethe diana (Butler) F C 3 ex, 1977 April 29, KM ; 3exs, 1977 July 5, KM ; lex, 1977 July 18, KM ; lex, 
977 July 19, KM : 1 ず , 2013 May 30, TI : 14^, 2013 May 31, TI : 1 $, 2013 
September 30, TI : 1 $, 2013 October 1, TI 
サト キマ ダラ ヒ カ ゲ Neopegoschkevitschii F J 2 $, 1977 April 29, KM ; 1 $, 1977 July 19, KM 
(Ménétriès) 
クロ コノ マチ ョ ルウ Melanitis phedima (Cramer) F M 3 43$, 2014 October 27, TI 
セセリ チョ ウ 科 Hesperiidae 
ミヤ マセ セリ Erynnis montanus (Bremer) F C 3 (Morimoto et al., 1977) 
ダイ ミ ョ ウ セ セリ Daimio tethys (Ménétriès) F C 3 $, 1977 June 29, KM : 2, 1977 July 18, KM 
コチ ャ バネ セセリ Thoressa varia (Murray) F J 3  2exs, 1977 April 29, KM ; lex 1977 June 20, KM ; 2exs, 1977 July 5, KM ; lex, 
977 July 14, ZK ; lex, 1977 July 18, KM 
ホソ バ セ セ リ Isoteinon lamprospilus C. & R. Felder E H 2 ex, 1977 June 20 KM 
キマ ダラ セセリ Potanthus flavus (Murray) G C 2 22,1977 June 13, KM : 1 $, 1977 June 20, KM ; 2 ず , 1977 August 15, KM : 1 
c^, 2007 September 18 HG ; 1^, 2013 May 31, TI ; 1^, 2013 October 3, TI 
オオ チャ バネ セセリ Polytremis pellucida (Murray) G C 2 ex, 1977 June 4, KM ; lex, 2007 September 27, HG : 1, 2013 May 31, TI 
ミヤ マチ ャ バネ セセリ Pelopidas jansonis (Butler) G U 2 ex, 2008 June 6, HG (Ob) ; 2exs, 2008 October 2, HG (Ob) : lex, 2008 October 
27, HG (Ob) 
チャ バネ セセリ Pelopidas mathias (Fabricius) G P 2 ex, 1988 September 20, KM : 4exs, 2007 September 27, HG : 1 ?, 2013 September 
30, TI : 1 2, 2013 October 2, TI ; 1 2, 2013 October 3, TI : 1^, 2014 October 28, TI 
イチ モン ジ セ セリ Parnara guttata (Bremer & Grey) G H 1 ex, 1977 June 2, KM : 6exs, 2007 September 27, HG ; 1 ず 1〒, 2013 September 
30, TI ; 1 $, 2013 October 3, TI ; 1 2, 2014 October 28, TI 
クロ セセリ Notocrypta curvifascia (C. & R. Felder) F M 2 ex, September 19, 2007, HG (Ob) : lex, 2009 August 25, HG (Ob) 


1) Tanaka (1988). F : Forest species, G : Grassland species. 
2) Matsumoto (2006). S : Siberian, Us : Ussuri, C : Chinese, J : Japanese, H : Himalayan, M : Malayan, P : Pan-tropical, un : undetermined. 





3) Sunose (1993, 1998). 3 : Natural environment species, 2 : Intermediate species, | : Urban-suburban species. 
4) TI : Takenari Inoue, HG : Hideaki Goto, KM : Katsura Morimoto, ZK : Zentaro Kuranaga ; AI : Atsushi Iwasaki, YI : Yasuo Imakiire, Un : collector unknown. 


Ob. : observed. 


